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平
成
二
十
二
年
五
月
十
三
日
に
吉
田
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
開
催
さ
れ
た
吉
田
地

区
住
民
自
治
協
議
会
評
議
員
会
に
お
い
て
、

い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
だ
し
た
吉
田
地
区

住
民
自
治
協
議
会
の
会
長
、
副
会
長
、
部
会

長
、
会
計
、
監
事
等
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

大
先
輩
の
齊
藤
会
長
様
の
後
任
と
し
て
、
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
も
と
よ
り
そ
の

器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
役
員
さ
ん
を
は
じ

め
吉
田
町
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
、
そ
の
任
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
何
分
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

国
の
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、
長
野
市

で
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

つ
く
る
」
と
い
う
都
市
内
分
権
の
導
入
に
よ

り
、
区
長
会
他
九
団
体
が
、
平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
、
市
の
連
合
組
織

は
解
散
又
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

団
体
事
務
は
、
必
須
二
十
二
・
選
択
三
十
八

事
務
に
分
類
さ
れ
、
ま
た
、
吉
田
町
独
自
の

◇
環
境
美
化
部
会
（
委
員
会
な
し
）

◇
福
祉
・
保
健
部
会
（
福
祉
委
員
会
、
保
健

　

委
員
会
）

◇
教
育
・
公
民
館
部
会
（
人
権
・
同
和
教
育

　

委
員
会
、
育
成
会
委
員
会
、
青
少
年
委
員

　

会
、
公
民
館
委
員
会
）

　

以
上
の
部
会
、
委
員
会
に
再
編
成
し
て
、

各
部
会
や
委
員
会
が
中
心
に
活
動
が
開
始
さ

れ
、
必
須
、
選
択
事
務
、
町
単
独
事
業
等

を
難
な
く
進
め

ら
れ
て
い
る
部

署
も
あ
り
ま
す

が
、
新
任
者
の

み
で
手
探
り
状

態
の
と
こ
ろ
も

あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、

発
足
初
年
度
で

も
あ
り
各
役
員

さ
ん
に
は
、
大

変
ご
足
労
を
お

掛
け
し
て
い
る

か
と
思
い
ま
す

が
、
住
民
自
治
協
議
会
と
い
う
組
織
の
中
で

あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
団
体
や
関
係
部
署
と

連
携
を
密
に
し
、
実
効
の
上
が
り
ま
す
よ
う

配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
野
市
内
の
住
民
自
治
協
議
会
は
三
十
二

地
区
と
も
す
べ
て
発
足
初
年
度
で
あ
り
ま
す

の
で
、
何
分
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
を
合
わ
せ
て
、
各
五
部
会
に
配
分
さ
れ

た
こ
れ
ら
事
業
に
要
す
る
平
成
二
十
二
年
度

の
収
支
予
算
の
概
要
は
、
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　

一
部
補
正
予
算
で
、
修
正
し
増
減
す
る
事

業
予
算
も
出
て
き
ま
す
。

　

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
は
、
去
る
五

月
十
三
日
に
開
催
し
た
評
議
員
会
に
お
い
て

決
定
さ
れ
て
、
当
面
は
、
次
の
五
部
会
八
委

員
会
で
発
足
し
ま
し
た
。

◇
総
務
部
会
（
区
長
の
み
）

◇
安
全
・
安
心
部
会
（
防
犯
・
防
災
委
員
会
、

　

交
通
安
全
委
員
会
）

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
　
会
長
　
風
間
　
政
美

住
民
自
治
協
議
会
本
格
的
発
足

　
　
　
　
　
　
　
初
年
度
に
あ
た
り

◇収入財源の主なもの （単位：円）
市運営交付金 10,640,000
市・社協・日赤補助他 2,516,000
各区負担金 5,055,000
区長会から繰入他 2,985,956
その他 297,044

計 21,494,000

◇支出（主として部会別） （単位：円）
総務部会 1,758,000
安全・安心部会 1,943,000
環境美化部会 721,000
福祉・保健部会 2,453,000
教育・公民館部会 4,446,000
事務局費（各部会共通経費含む） 3,379,000
各区への配分金 4,801,000
各種存続団体補助 1,238,000
予備費 755,000

計 21,494,000

平成 22年度
吉田地区住民自治協議会予算
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キ
と
合
わ
せ
て
活
用
頂
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
」

　

防
災
委
員
会
で
は
、
資
材
及
び
食
料
備

蓄
確
保
整
備
に
加
え
災
害
時
の
情
報
伝
達

網
の
確
保
と
し
て
、
各
町
に
一
台
長
距
離

用
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
配
備
を
検
討
中
で

す
。
加
え
て
、
消
防
、
警
察
よ
り
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
、吉
田
地
区
全
体
で
「
避
難
・

炊
き
出
し
・
情
報
伝
達
」
の
総
合
訓
練
も

実
施
で
き
れ
ば
よ
り
効
果
的
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

12
月　

定
例
会　

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
結
果

　
　
　

報
告
、
視
察
研
修
の
反
省
並
び
に

　
　
　

次
年
度
希
望
に
つ
い
て

１
月　

一
年
間
の
反
省
、
今
後
の
事
業
推

　
　
　

進
に
つ
い
て

　
　
　

新
年
会

２
月　

平
成
二
十
三
年
度
事
業
に
つ
い
て
、

　
　
　

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の
配
布
、
交

　
　
　

付
金
に
つ
い
て

３
月　

平
成
二
十
二
年
度
反
省
及
び　
　

　
　
　

二
十
三
年
度
事
業
に
つ
い
て
の
計
画

　

こ
の
他
に
も
昨
年
実
施
し
ま
し
た
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
し
吉
田
地
区
全
体

が
花
で
飾
ら
れ
明
る
い
町
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
の
街
に
」

　

日
常
の
生
活
を
守
る
大
切
な
部「
安
全
・

安
心
部
会
」
は
大
き
く
分
類
す
る
と
、
交

通
・
防
災
・
防
犯
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

各
委
員
会
は
今
迄
通
り
の
事
業
を
実
施

す
る
中
、
他
の
委
員
会
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
、
火
災
の
発

生
、
振
り
込
め
詐
欺
、
自
転
車
盗
、
空
き

巣
万
引
き
防
止
啓
発
活
動
、
特
に
八
月
・

十
二
月
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
、
多

く
の
事
件
事
故
抑
止
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

吉
田
地
区
は
地
理
的
条
件
が
悪
い
中

「
大
い
ち
ょ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
毎
日

の
活
動
は
子
供
た
ち
の
安
全
に
加
え
、
犯

罪
件
数
の
減
少
に
も
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

　

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
、
安
全
・
安
心
の
街
を
築
き
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

「
町
名
入
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
配
備
」

　

各
町
へ
六
着
配
備
致
し
ま
し
た
。
雨
風

の
日
な
ど
大
い
ち
ょ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

の
皆
さ
ん
の
安
全
の
為
に
も
従
来
の
タ
ス

　

各
町
五
月
の
春
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
、
河

川
一
斉
清
掃
の
取
り
組
み
が
終
了
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
予
定
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

６
月　

ア
メ
シ
ロ
一
斉
防
除

　
　
　

各
町
協
力
員
の
指
導

８
月　

定
例
会　

ア
メ
シ
ロ
第
一
期
防
除

　
　
　

報
告
、
第
二
期
対
策

９
月　

定
例
会　

ア
メ
シ
ロ
第
二
期
発
生

　
　
　

報
告
、
部
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

10
月　

秋
の
大
掃
除
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
、

　
　
　

市
広
報
に
よ
る
啓
発
、
辰
巳
公
園

　
　
　

の
清
掃
、
モ
デ
ル
事
業
推
進
事
業

　
　
　

所
の
視
察
研
修
の
実
施

　
　
　
「
ご
み
分
別
強
調
月
間
」
各
町
協

　
　
　

力
員
に
よ
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

立
合
、
指
導

環
境
美
化
部
会

吉田交番のご協力を頂いてのパトロール

後をたたない不法投棄

緑地の清掃と草取り

安
全
・
安
心
部
会
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保
健
委
員
会

　

今
年
度
は
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
の
健

康
の
た
め
に「
心
身
共
に
健
康
な
町
吉
田
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
様
の

ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
年
四
回
の
健
康
講

座
（
公
民
館
共
催
八
～
十
一
月
）
と
、
視

察
研
修
「
環
境
と
健
康
を
考
え
る
」
を
計

画
致
し
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
で
は
事
前
学
習
講
座
を
受
講

し
て
、
外
的
要
因
が
人
体
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
特
に
身

近
な
生
活
用
品
の
中
に
溢
れ
る
外
因
性
内

分
泌
か
く
乱
物
質
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
、
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
出
席
者

全
員
が
発
言
し
て
意
識
を
新
た
に
で
き
た

こ
と
は
、
今
後
の
活
動
へ
の
第
一
歩
と
し

て
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

模
索
し
発
信
す
る
〝 

頑
張
り
力 

〟
で
吉

田
を
ま
す
ま
す
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

公
民
館
委
員
会
に
つ
い
て
は
年
二
回
発

行
さ
れ
る
「
館
報
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

福
祉
委
員
会

　

福
祉
委
員
会
は
、
旧
地
区
社
協
の
事
業

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

協
力
員
で
は
、
は
じ
め
て
の
方
も
い
ま

す
が
、
ひ
と
つ
の
事
業
を
進
め
る
う
え
に

お
い
て
も
積
極
的
に
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
、
企
画
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。「
全
員
参
加
」
を
目
標
に
委
員

会
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
「
地
域
福
祉
計
画
」
の
策
定
委

員
会
を
設
け
、

　

地
域
福
祉
と
は
…

　

福
祉
を
充
実
す
る
に
は
…

な
ど
を
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

人
権
・
同
和
教
育
委
員
会
で
は
十
一
月

に
「
人
権
を
認
め
合
う
住
民
の
集
い
」、

二
月
に「
人
権
・
同
和
教
育
推
進
の
集
い
」、

各
町
で
は
「
人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
」

以
上
が
必
須
研
修
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
研
修
会
・
現
地
研
修
へ
の

参
加
、
関
係
教
育
団
体
等
と
連
携
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

育
成
会
委
員
会
で
は
、
た
つ
み
祭
り
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、
吉
田
ふ
る
さ
と
夏

祭
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

七
月
二
十
五
日
は
「
た
つ
み
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
子
ど
も
達
が

抽
選
会
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
模
擬
店
で
は
、

か
き
氷
な
ど
夏
の
お
祭
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
地
域
の
方
々
、
子
ど
も
達
が
一

緒
に
楽
し
め
た
お
祭
り
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。

　

青
少
年
委
員
会
は
六
月
の
吉
田
地
区
三

校
と
の
連
絡
会
議
、
該
当
五
地
区
で
の
家

庭
・
地
域
の
子
育
て
講
座
、
一
月
の
青
少

年
健
全
育
成
集
会
（
住
民
の
集
い
）、
各

種
講
演
会
で
の
学
び
を
通
し
て
子
ど
も
達

の
明
る
く
健
や
か
な
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
声
か
け
顔
寄
せ
小
さ
な
繋
が
り

を
大
切
に
、
委
員
会
と
し
て
の
可
能
性
を

福
祉
・
保
健
部
会

視察研修事前学習講座

たつみ祭り　７月 25 日

教
育
・
公
民
館
部
会
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会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
間　

政
美

副
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

島
田　

光
夫

　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田　
　

威

　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
原　

一
夫

安
全
・
安
心
部
会
長　
　
　

和
田　
　

久

環
境
美
化
部
会
長　
　
　
　

小
林
袈
裟
文

福
祉
・
保
健
部
会
長　
　
　

石
巻
千
恵
美

教
育
・
公
民
館
部
会
長　
　

竹
原　

一
夫

会　

計　
　
　
　
　
　
　
　

岡
谷
文
太
郎

監　

事　
　
　
　
　
　
　
　

峯
村　

喜
也

　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

厚
子

事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

由
貴

作
詞
委
員
　
徳
永
　
　
清　

◆
今
年
（
２
０
１
０
）
の
「
何
丸
・
び
ん
ず
る

踊
り
」
は
２
４
０
０
人
の
参
加
で
大
成
功
。
作

詞
者
と
し
て
は
感
謝
と
喜
び
が
一
杯
で
し
た
。

◆
歴
史
散
歩

♪
「
俳う

た句
の
ま
ち
吉
田
」

④　

何
丸
の
生せ

い
た
ん
ひ

誕
碑
こ
こ
北き

た
こ
う
じ（
北
本
町
）

小
路

　
　
　
　

冬
の
寒
さ
も
た
え
ま
す
春
へ

　
　
「
大
雪
に
声
替が

わ

り
せ
し
雀

す
ず
め

か
な
」

　
　
　
　

俳
句
は
恋
人
花
を
手
に

　
　
　

あ
な
た
と
私
の
俳
句
の
ま
ち
吉
田

◆
昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
に
没
後
百
年
を
記

念
し
て
、
公
爵
二
条
弼
基
書
に
よ
る
「
何
丸
翁

発
祥
之
地
」
の
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

・
通
称
「
俳
人
何
丸
翁
生
誕
之
地
」
と
い
う
。

◆
自
然
石
碑

　

正
面　

何
丸
翁
発
祥
之
地

　
　
　
　
　
　

公
爵
二
条
弼
基
書

　

裏
面　

昭
和
十
一
年
十
二
月
十
日

◆
京
都
の
二
条
家
は
和
歌
の
師
範
家
で
弼
基

（
ひ
ろ
も
と
）
は
、
そ
の
子
孫
。

・
何
丸
は
文
政
７
年
（
１
８
２
４
）
に
二
条
家

か
ら
「
俳
諧
大
宗
匠
」
の
号
を
受
け
た
。

◆
宝
暦
11
年
（
１
７
６
１
）
に
生
れ
本
名
は
、

茂
呂
（
も
ろ
）
一
元
。
後
に
何
丸
と
称
し
た
。

俳
諧
の
学
者
。

・
七
部
集
大
鏡
や
芭
蕉
（
ば
し
ょ
う
）
翁
句
解

参
考
な
ど
の
、芭
蕉
研
究
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

・
天
保
８
年
（
１
８
３
７
）
江
戸
に
て
没
す
る
。

77
歳
。
浅
草
の
宗
恩
寺
に
葬
ら
れ
る
。

◆
次
回
は「
第
４
集
」指
定
文
化
財
小
町
の「
吉

田
の
イ
チ
ョ
ウ
」

部
会
長　
　
　

吉
田
田
町　

風
間　

政
美

副
部
会
長
会
計　

吉
田
横
町　

島
田　

光
夫

副
部
会
長
総
務　

上
町　
　
　

長
田　
　

威

　
　
　
　
　
　

押
鐘　
　
　

丸
山　
　

勇

　
　
　
　
　
　

桐
原　
　
　

仁
科　

眞
一

　
　
　
　
　
　

本
町　
　
　

丸
山　

義
雄

　
　
　
　
　
　

北
本
町　
　

田
口　

忠
徳

　
　
　
　
　
　

広
町　
　
　

中
村　

志
郎

　
　
　
　
　
　

小
町　
　
　

岡
谷
文
太
郎

　
　
　
　
　
　

吉
田
東
町　

山
口　

勝
巳

　
　
　
　
　
　

中
越　
　
　

甘
利　

晴
美

　
　
　
　
　
　

太
田　
　
　

倉
澤　

和
彦

　
　
　
　
　
　

鍋
屋　
　
　

丸
山　

光
政

　
　
　
　
　
　

原
町　
　
　

小
林　
　

勇

　
　
　
　
　
　

西
堀　
　
　

花
岡　

克
行

　

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
総
会
が
、
五
月
十
三

日
に
開
催
さ
れ
、新
役
員
の
も
と
船
出
を
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
住
民
の
皆
様
方
に
協
議
会
の
活
動
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

編
集
に
は
不
慣
れ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
無
事
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
な
お
、
一

層
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
一
同
）

平成 22 年５月 13 日に
総会が行われました

平成 22 年度 役員

平
成
二
十
二
年
度

　
　
　
　
総
務
部
会（
区
長
）名
簿

平
成
二
十
二
年
度

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
役
員
名
簿

　

 

役
職　
　
　
　

 
町
名　
　
　
　

氏
名

　

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
で
発
行
し
た
「
吉
田

地
区
の
文
化
財
」
を
一
冊
三
百
円
で
領
布
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

編 

集 

後 

記

事
務
局
よ
り

‐2‐‐3‐

桐き

り

し

み

ず

清
水
と
駒こ

ま

づ

め

ば

し

爪
橋

天て
ん
め
い明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
「
桐
原
八
景
」
に
「
こ

の
村
に
七
つ
の
清
水
あ
り
」
と
書
か
れ
、
桐
原
村
絵

図
面
に
は
桐
清
水
、
牛う

し
づ
め爪
清
水
、
御み

た

ら

い

手
洗
清
水
、
金

清
水
、
大
清
水
、
小
清
水
、
北
清
水
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
名
清
水
は
、
薬
用
や
茶
水
に
用
い
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
桐
清
水
だ
け
が
残
り
、
水
量
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
昔
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
ま

す
。水
の
豊
富
な
桐
原
の
牧
は
良
馬
が
育
ち
ま
し
た
。

桐
原
の
お
宮
か
ら
返
目
、
三
輪
の
お
宮
の
前
を
通

る
道
は
「
東
山
道
の
支
道
」
で
都
へ
続
く
官
道
で
し

た
。
こ
の
道
を
通
っ
て
京
へ
献
上
さ
れ
た
馬
た
ち
の

爪
跡
が
刻
ま
れ
た
と
い
う
石
橋
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
石
橋
を
「
駒
爪
橋
」
と
い
い
、
旧
桐
原
村
と

返
目
村
の
境
の
小
川
（
牛う

し
づ
め
せ
き

爪
堰
）
に
架
け
て
あ
り
ま

し
た
の
で
牛う

し
づ
め
ば
し

爪
橋
と
も
言
い
ま
す
。
現
在
は
道
の
傍

ら
に
た
て
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

桐き

り

は

ら原
の
居き

ょ

か

ん館
跡

桐
原
牧
神
社
の
東
隣
り
に
、
今
か
ら
六
百
年
ほ
ど

前
、
小
さ
い
な
が
ら
武
士
の
館
が
あ
り
ま
し
た
。

「
市い

ち
か
わ
も
ん
じ
ょ

河
文
書
」
に
よ
る
と
、
応
永
十
一
年

（
一
四
〇
四
）
に
こ
の
地
で
戦
い
が
あ
り
「
桐
原
、

若
槻
、
下
芋
河
の
要
塞
が
攻
め
落
と
さ
れ
た
」
と
あ

り
ま
す
。

桐
原
村
の
古
い
村
絵
図
に
「
高た

か

野の

刑ぎ
ょ
う

部ぶ

少
輔
屋や

敷し
き

跡あ
と

」と
あ
り
ま
す
。
高
野
氏
は
上
杉
氏
の
家
来
で
、

上
杉
氏
の
「
寛
文
元
年
の
分ぶ

ん
げ
ん
ち
ょ
う

限
帳
」
に
百
五
十
石
の

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

館
の
敷
地
は
東
西
五
十
八
米
、
南
北
七
十
六
米
。

昭
和
三
十
年
頃
迄
、
居
館
跡
は
一
段
と
高
く
な
っ

て
い
て
「
ほ
り
田
」
と
呼
ば
れ
る
田
や
桑
や
り
ん
ご

畑
で
し
た
。
昭
和
十
三
年
に
居
館
跡
か
ら
鎌
倉
期
の

兜か
ぶ
と

観
音
と
善
光
寺
脇わ

き
じ侍

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

清せ

い

り

ん

じ

林
寺�

（
桐
原
）

京
都
の
浄
土
宗
知
恩
院
が
総
本
山
で
す
。
初
代
松

代
藩
主
、
真
田
信の

ぶ
ゆ
き之
の
付
家
老
の
木
村
土
佐
守
茂し

げ
ま
さ正

が
一
六
一
七
年
に
亡
く
な
り
、
当
初
松
代
大
英
寺
の

地
に
全
正
庵
が
建
立
さ
れ
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

信
之
が
松
代
に
移
封
と
な
っ
た
折
、、
信
之
の
奥

方
の
供
養
の
為
、
全
正
庵
を
大
英
寺
と
改
め
、
真
田

家
の
菩
提
寺
と
な
り
ま
し
た
。

木
村
家
は
、
桐
原
に
あ
っ
た
無
住
の
寺
を
中
興
し

て
菩
提
寺
と
し
ま
し
た
。

茂
正
の
奥
方
が
開
基
で
あ
り
、
主
人
と
一
族
の
永

代
供
養
を
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

明
治
初
期
、
寺
の
庫
裡
に
桐
原
村
の
公
立
小
学
校

の
「
明め

い
ゆ
う
が
っ
こ
う

融
学
校
」
が
お
か
れ
ま
し
た
。

今
か
ら
千
年
ほ
ど
前
の
平
安
時
代
に
「
桐
原
牧
」

の
あ
っ
た
所
に
、
現
在
の
桐
原
牧
神
社
が
あ
り
ま
し

た
。
当
時
は
こ
の
付
近
一
帯
の
牧
場
か
ら
良
馬
が
沢

山
生
ま
れ
、
京
の
都
へ
献
上
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
応
和
元
年
（
九
六
一
）「
信
濃
桐
原
牧
ノ

駒
ヒ
キ
」
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

勅
撰
和
歌
集
の
拾し

ゅ
う
い
し
ゅ
う

遺
集
、寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）

か
ら
、　〝 

逢
坂
の
関せ

き

の
岩
か
ど
踏
み
な
ら
し

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　や
ま
立た

ち
い出

づ
る
桐
原
の
駒 

＂
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　太
宰
大
弐
高
遠

今
も
毎
年
三
月
八
日
の
春
祭
り
に
は
、
わ
ら
駒
を

作
っ
て
神
前
に
捧
げ
、
豊
作
と
子
孫
の
繁
栄
を
祈
る

神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。わ
ら
駒
は
、参
拝
の
人
々

に
く
じ
引
き
で
当
た
り
ま
す
。
二
百
年
以
上
も
前
か

ら
続
い
て
い
る
賑
や
か
な
春
祭
り
で
す
。

大お
お
げ
つ
ひ
め
の
み
こ
と

気
都
姫
命
と
、
相あ

い
ど
の殿
の
市い

ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と

杵
嶌
姫
命
を
祀
り
、

昔
は
「
弁
天
宮
」
と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
文
政

十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
京
都
の
神し

ん
ぎ祗

管か
ん
り
ょ
う領

吉
田
家

か
ら
現
在
の
社
号
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
十
四
年

二
月
に
、
桐
原

牧
神
社
の
わ
ら

駒
づ
く
り
の
技

術
が
、「
市
選

定
保
存
技
術
」

に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

桐き

り

は

ら

ま

き

じ

ん

じ

ゃ

原
牧
神
社�

（
桐
原
）

　万ま

と

み

じ

ん

じ

ゃ

刀
美
神
社� �

（
押
鐘
）

創
立
の
年
月
は
不
明
で
す
が
、桐
原
牧
の
牧ぼ

く
か
ん官（

牧

場
の
管
理
者
）
の
奉ほ

う
さ
い斉
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

初
め
は
盛
伝
寺
の
北
方
、
宮
田
地
籍
に
あ
り
ま
し
た

が
、
浅
川
の
洪
水
の
た
め
、
北
国
街
道
が
開
か
れ
て

か
ら
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
現
在
の
地
に
移

さ
れ
ま
し
た
。

祭
神
は「
建た

て
み
な
か
た
の
か
み

御
名
方
神
」「
馬
背
神
」で
す
。馬
背「
ま

せ
」
は
馬
小
屋
の
仕
切
り
棒
の
ま
せ
ん
棒
が
語
源
で

は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の「
馬
背
神
」は
、

馬
や
牧
場
に
関
係
し
た
神
様
で
、
初
め
諏
訪
大
明
神

と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

万
刀
美
神
社
の
社
号
を
受
け
ま
し
た
。

万
刀
美
と
い
う
社
号
は
、祭
神
の
「
建
御
名
方
神
」

を
古
事
記
で
は
「
南
方
刀
美
命
」（
み
な
か
た
と
み

の
み
こ
と
）
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
方
刀
美
」

の
点
を
落
と
し
て
「
万
刀
美
」
と
し
、
社
名
に
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

境
内
社
と
し
て
、
石
造
の
弥や

さ
か
し
ゃ

栄
社
、
金
刀
比
羅
社
、

社
宮
司
社
、
白
山
社
等
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
外

社
と
し
て
、
秋
葉
社
、
庚
申
塔
、
天あ

め
の
う
づ
め
の
み
こ
と
し
ゃ

鈿
女
命
社
が
本

城
通
り
に
あ
り
ま
す
。

鳥
居
の
北
側
に
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
奉

納
の
旧
市
内
の
神
社
で
は
一
番
古
い
石い

し
と
う
ろ
う

灯
籠
が
あ
り

ま
す
。

「桐原のわら駒」

「桐原居館跡」

「桐清水」

「駒爪橋」

昭和28年撮影
（撮影者：竹内幹雄氏）

４

５

６

７

８

（
桐
原
）

（
桐
原
）
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